
議員提出議案第１０号 

 

大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の早期解決と 

対策強化を求める意見書案 

 

 本案を別紙のとおり提出する。 

                              平成２６年５月２日 

大阪市会議長 木 下  信 様 

 

 提 出 者 
  杉 田 忠 裕   八 尾   進   山 下 昌 彦   美 延 映 夫 

吉 村 洋 文   村 上 満 由   守 島   正   岡 崎   太 
  大 橋 一 隆   辻   淳 子   待 場 康 生   辻   義 隆 
  永 井 啓 介   北 野 妙 子   多賀谷 俊 史   柳 本   顕 
  福 田 賢 治   田 中 ひろき   山 中 智 子   井 上   浩 

──────────────────────────────────────── 

（別 紙） 

                            平成２６年５月  日 

衆 議 院 議 長  参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣  総 務 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣   

大阪市会議長 木 下  信 

 

大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の早期解決と 

対策強化を求める意見書 

 

昨年１２月２５日、泉南アスベスト国家賠償請求訴訟第２陣控訴審において、大阪高等

裁判所は、国の規制権限不行使の責任を認め原告ら被害者の救済を命じる判決を下した。

これは、第１陣地裁判決、第２陣地裁判決に続く三度目の原告の訴えを認める判決である。 

泉南アスベスト国賠訴訟については、１３０名の与野党国会議員から、原告団・弁護団

から出された「早期解決を求めるアピール」への賛同が寄せられている。また、この判決

を受けて、国会の全与野党および地元泉南市・阪南市の市長・議長も、上告断念を含む早

期解決の決断を国に要請したが、国は最高裁に上告した。 

平成１８年５月の第１陣訴訟の提訴以来、すでに１３名の原告が死亡し、生存している

原告らの多くも病状悪化に苦しんでいる。「早期全面解決」は原告らの切実な願いである。 

よって国におかれては、被害者の救済を最優先に考え、本訴訟の早期解決を図るととも

に、すべてのアスベストによる健康被害の救済とこれ以上の被害の発生を防止する対策の

強化を強く求める。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

各あて 


